
 

 

 

 

          
 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和７年度鳥取県最低賃金の改正答申について 

～７３円引上げ（引上げ率７．６３％）て「時間額１，０３０円に」～ 
 

 

 

 

  

１ 審議会は、本年７月 14日、鳥取労働局長から令和７年度鳥取県最低賃金の改正諮問を受け、専門部

会を設置して、慎重に調査審議を重ねた結果、８月８日に鳥取労働局長に対して、鳥取県最低賃金の

金額を、時間額１，０３０円（引上げ額７３円）に改正することを答申しました。 

審議会においては、「令和７年度地域別最低賃金額改定の目安について」（令和７年８月４日中央最

低賃金審議会答申）を参考にしつつ、地域における労働者の賃金水準等を考慮し、諸般の事情を総合

的に勘案して慎重に審議され、答申をまとめられたものであります。 

 

２ 鳥取県最低賃金の決定までの今後の予定 

（１）鳥取労働局長は、答申に対する異議の申出を令和７年８月 25日まで受け付けます。 

 

（２）鳥取労働局長は、答申及び異議申出があった場合の審議会の審議結果など審議会の意見を聴いて、

鳥取県最低賃金の改正を決定し、令和７年９月４日に官報に公示する予定です。 

 

（３）改正された鳥取県最低賃金は、令和７年 10月４日から発効する予定です。 

 

 

【参考１】鳥取県最低賃金額の推移（過去５年間） 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

 
時間額 ８２１円 ８５４円 ９００円 ９５７円 １，０３０円 

引上げ額  ２９円 ３３円 ４６円 ５７円 ７３円 

引上げ率 3.66％ 4.02％ 5.39％ 6.33％ 7.63％ 

 

   
 

担 

当 
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）に対し、鳥取県最

低賃金を７３円引き上げて、時間額１，０３０円に改正するのが適当であるとの答申を行いました。 



 

 

 

【参考２】最低賃金制度 

１ 最低賃金について 

（１）適用 

   鳥取県最低賃金は、鳥取県内の事業場で働く全ての労働者とその使用者に適用されるもので、常

用・臨時・パートタイマー・アルバイト等の属性、性、国籍及び年齢の区別なく適用されます。 

（２）金額 

   次の金額は、最低賃金に算入されません。 

   ①精皆勤手当、通勤手当及び家族手当 

   ②臨時に支払われる賃金（結婚手当など） 

   ③１月を超える期間ごとに支払われる賃金（賞与など） 

   ④時間外労働、休日労働及び深夜労働の手当 

 

２ 関係法令 

  〇最低賃金法第４条第１項 

    使用者は、最低賃金の適用を受ける労働者に対し、その最低賃金額以上の賃金を支払わなけれ

ばならない。 

  〇最低賃金法第４０条 

    第４条第１項の規定に違反した者（地域別最低賃金及び船員に適用される特定最低賃金に係る

ものに限る。）は、５０万円以下の罰金に処する。 

 

【参考３】最低賃金審議会の調査審議に基づく地域別最低賃金決定の仕組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和７年度鳥取県における今後の予定） 
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【参考４】厚生労働省は、生産性向上（設備・人への投資等）や、非正規雇用労働者の処遇改善、より高

い処遇への労働移動等を通じ、労働市場全体の「賃上げ」を支援しています。 

      

      「賃上げ」支援助成金パッケージ ｜厚生労働省 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/package_00007.html

